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令和８年第２回広陵町議会定例会議案等の概要

１ 日程
・招集 ６月１５日（月）午前１０時
・質問議会 ６月18日（木）午前10時

６月1９日（金）午前10時
６月２２日（月）午前10時

・常任委員会 6月23日（火）午前10時（総務文教委員会）
午後1時30分（厚生建設委員会）

・最終日 6月26日（金）午前10時

２ 概要
（１）報告 ５件
（２）議案 ２０件（人事案件：14件、条例改正：２件、補正予算：１件、

物品の買入れ案件：１件、契約案件：２件）



広陵町税条例等の一部改正（専決：令和８年４月施行）

項目 改正内容 住民への影響

軽自動車税
●軽自動車税環境性能割の廃止及び名称変更
軽自動車税環境性能割の廃止に伴い、軽自動車税種別割を

「軽自動車税」に名称変更

車購入時の負担（都道府県税）が軽減される。
町税としての実質的な税負担変更なし。

個人住民税

①配当控除対象の整理
配当割の対象となっていなかった同族会社大口株主が支払を受け

る配当等を追加し、引き続き申告不要制度の選択が出来ないよう改正

②住宅ローン控除の調整
所得税で控除しきれない住宅ローン控除額は限度額の範囲内で個

人住民税から控除されるが、所得税の基礎控除額が引き上げられたこと
により令和7年以前入居者の限度額が変更とならないよう改正。

③優良住宅地特例の延長
現制度（優良住宅地の造成等のために土地等を国や地上公共団体

へ譲渡、収容交換等により譲渡した場合、長期譲渡所得金額に応じて軽
減税率を適用）が令和８年度までとなっているものを３年間延長。

①金融機関等における源泉徴収段階の事務
処理の変更であり、実質的な税負担変更なし

②従前の住宅ローン控除制度から実質的な
税負担変更なし

③現制度が令和８年度までとなっているものを
３年間延長

固定資産税

①再生可能エネルギー設備の特例見直し
特例措置の対象となる太陽光(ペロブスカイト）、風力及びバイオマス

発電設備の要件を見直すとともに、特例率についても改正

②バリアフリー改修特例の新設
適用対象施設が拡充されたことに伴い、特例率を定める規定を新設

①法人が主な対象。令和８年度課税における
対象はなし。

②対象となる建築物は、医療機関、老人ホーム、
スーパー等

地方税法等の一部を改正する法律等が３月３１日に公布され、その一部が４月１日から施行されることに伴い、所要の改正を行う

報告第３号
（議案書P.3～11）



広陵町国民健康保険税条例の一部改正（専決：令和８年４月施行）

項目 改正内容 住民（被保険者）への影響

法定軽減判定
所得基準額

●５割軽減
（現行）
４３万円｛＋10万円×（給与所得者等数ー1人）｝＋30.5万
円×（被保険者数＋特定同一世帯所属者）
（改正）
４３万円｛＋10万円×（給与所得者等数ー1人）｝＋31万円
×（被保険者数＋特定同一世帯所属者）

●２割軽減
（現行）
４３万円｛＋10万円×（給与所得者等数ー1人）｝＋56万円
×（被保険者数＋特定同一世帯所属者）
（改正）
４３万円｛＋10万円×（給与所得者等数ー1人）｝＋57万円
×（被保険者数＋特定同一世帯所属者）

軽減判定所得基準額の引き上げにより、
国民健康保険税の軽減対象者が拡大す
るもの
○２割軽減から５割軽減へ変更

２０人（１３世帯）
○軽減対象外から２割軽減へ変更

２０人（１１世帯）
○軽減額 約５７万８千円増加

（いずれもR8.1.1時点で試算）

例１）２人世帯（2人とも給与所得者等）、
世帯所得が１１５万円の場合

改正前：２割軽減 改正後：５割軽減

例２）１人世帯（給与所得者等でない）、
世帯所得が１００万円の場合

改正前：軽減対象外 改正後：２割軽減

国において国民健康保険税の法定軽減判定所得基準額が引き上げられることを受け、本町においても同様の措置を講ずるため、
所要の改正を行う

報告第４号
（議案書P.13～23）



広陵町一般会計予算繰越明許費繰越計算書【一般会計】
報告第５号

（議案書P.19～23）

款 項 事 業 事業概要 実繰越額（円） 担当課 繰越をした理由

2 総務費 1 総務管理費 町制７０周年記念事業
令和８年に完成した歩道橋に地元の子ども及び奈良芸術短期大学にアー
ト作品を制作してもらい、作品を樹脂シートに印刷し、階段に貼り付け
るもの。

2,800,000 
未来戦略・
総合調整課

事業実施期間が年度を跨ぐ
ため

3 民生費 1 社会福祉費
施設開設準備経費支援事業等補助金（地域
密着型サービス施設等整備促進事業補助
金）

小規模多機能型居宅介護事業所などの新設・改修等を支援し、地域にお
ける介護サービス基盤の充実を図るため補助を行うもの。

41,500,000 介護福祉課
新築工事工程に遅れが生じ
たため

3 民生費 2 児童福祉費 物価高対応子育て応援手当給付事業
物価高の影響を強く受けている子育て世帯を支援し、こどもたちの健や
かな成長を応援する観点から、国が１人２万円を支給するもの。令和８
年３月３１日までに生まれた新生児までが対象であるため繰り越し。

9,339,084 こども課
年度を跨いで事業を完遂す
るため

4 衛生費 1 保健衛生費 健康管理業務標準化・共通化事業
健康管理システムに対して、標準準拠システム（標準化法第６条で定め
る基準に適合した情報システムをいう。）に対応するためのシステム環
境構築やテスト・研修及び関連システムとの円滑な連携運用を行う。

7,585,000 
けんこう
推進課

国からの仕様書の提示時期
遅延により、システムの仕
様変更対応の品質確保のた
め、実装時期を遅らせたた
め

5
農商工
費

1 農業費 大網井堰柳井戸井堰整備事業
曽我川から農業用水を取水するための農業用井堰「柳井戸井堰」の更新
事業。下流の「大網井堰（田原本町）」との統廃合により共同管理の新
たな井堰を構築する。

10,000,000 都市整備課
関係機関協議に不測の日数
を要したため

5
農商工
費

2 商工費 地域振興券事業（重点支援交付金）

町内の店舗で使用できる地域振興券を町民1人あたり10,000円発行し、
エネルギー・食料品価格等の物価高騰の影響を受けている町民の生活を
サポートするとともに、町内消費の拡大による地域経済の活性化を図り、
町内事業者の支援につなげる。

360,183,199 
産業総合
支援課

事業実施期間が年度を跨ぐ
ため



広陵町一般会計予算繰越明許費繰越計算書【一般会計】 報告第５号
（議案書P.19～23）

款 項 事 業 事業概要 実繰越額（円） 担当課 繰越をした理由

6 土木費 2 道路橋りょう費 町道整備事業（町単） 地域の防災に資する道路の整備等（大字広瀬ほか） 68,956,000 都市整備課
関係機関協議に不測の日数
を要したため

6 土木費 2 道路橋りょう費

社会資本整備総合交付金事業
・百済中央線バイパス整備
・箸尾準工業地域道路整備
・狭あい道路整備等促進
・平尾疋相線整備
・通学路対策事業
・大場線整備事業
・橋りょう長寿命化修繕
・交通安全施設等(百済赤部線)整備
・交通安全施設等(南２２号線ほか)整備
・交通安全施設等(南郷８号線)整備

国の交付金を活用し町道の新設・改築・修繕を行う事業。
【町道の新設】
百済中央線バイパス整備（大字百済） 道路新設L=0.5km
箸尾準工業地域道路整備（大字南ほか）道路新設L=1.5km
平尾疋相線（大字平尾） 道路新設L=0.5km
通学路対策事業（大字疋相） 歩道橋整備 1箇所

【町道の改築】
狭あい道路整備等促進（大字百済ほか）道路拡幅L=1.1km
大場線 道路拡幅L=0.2km
百済赤部線 歩道整備L=1.1km
南２２号線 自転車走行空間整備L=9.0km
南郷８号線 歩道整備L=1.2km

【町道の修繕】
橋りょう長寿命化修繕 橋梁修繕 163施設

536,965,992 都市整備課
関係機関協議に不測の日数
を要したため

6 土木費 3 河川費 平成緊急内水対策事業

豪雨時に発生する浸水被害を軽減するための雨水貯留施設整備事業
・古寺川調整池（大字中） 貯留量32,200㎥ 施設面積10,800㎡
・馬見川調整池（大字三吉）貯留量33,800㎥ 施設面積23,000㎡
・広瀬川調整池（大字大場）貯留量53,000㎥ 施設面積24,000㎡

84,316,800 都市整備課
関係機関協議に不測の日数
を要したため

6 土木費 4 都市計画費 都市公園整備事業 広陵運動公園のトイレ改修に係る設計業務委託 3,982,100 都市整備課
設計業務が不調となったた
め

7 消防費 2 非常備消防費 消防車両購入事業
災害対応及び防災訓練において、資機材等を運搬する車両がないため、資
機材運搬用の車両を購入するもの。

5,929,520 
防災・

生活安全課

購入車両の手配ができな
かったため（入札が不成立
となったため）

8 教育費 5 社会教育費 中区地域防災拠点整備事業 旧クリーンセンターの建設に係る協定書に基づく地区公民館の整備事業 38,136,900 生涯学習課
地元協議に時間を費やした
ため、工事着工が令和８年
６月以降になるため

8 教育費 5 社会教育費 広瀬地区地域防災拠点整備事業 旧クリーンセンターの建設に係る協定書に基づく地域防災拠点の整備事業 11,000,000 生涯学習課

地元でのワークショップを
重点的に開催したため、基
本設計に取りかかる時期に
遅れが生じたため

8 教育費 5 社会教育費
馬見南３丁目集会所兼旧エコセンター
改修事業

老朽化により安全面に支障が生じているため、必要な改修を行うもの。 38,004,000 生涯学習課
改修工事の着工が令和8年5
月の予定であるため



広陵町介護保険特別会計予算繰越明許費繰越計算書
広陵町下水道事業会計予算繰越計算書

報告第６号、報告第７号
（議案書P.25～31）

【介護特別会計】

【下水道事業会計】

款 項 事 業 事業概要 実繰越額（円） 担当課 繰越をした理由

1 総務費 4
介護保険事業計画
等策定委員会費

介護保険事業計画等策定委託
料

広陵町第10期介護保険事業計画等の策定を委託を行うもの。 5,170,000 介護福祉課
令和７・８年度の２か
年に渡る事業であるた
め

款 項 事 業 事業概要 実繰越額（円） 担当課 繰越をした理由

1
資本的
支出

1 建設改良費 都市水環境整備下水道事業
・大塚および安部地区内における県道中和幹線の管路新設工事
・大場地内における広瀬川河川改修に伴う下水道管路移設工事

10,691,900 
公共施設

マネジメント課

・施工計画の変更や請
負差金などにより事業
実施費に減額が生じた
ため

・奈良県との工程調整
の結果、令和７年度中
に実施不可になり不用
額が生じたため

1
資本的
支出

1 建設改良費 都市水環境整備下水道事業
管更生工事（老朽管路の更新事業、老朽管の内側から補強する
工法）

68,182,100 
公共施設

マネジメント課

施工計画の変更や請負
差金などにより、実施
額の減額が生じたため



広陵町農業委員会委員の選任について同意を求めることについて

１ 任期 令和8年７月２０日～令和１１年７月１９日

２ 委員 １４名（男性12名・女性2名）

※うち 認定農業者 1名・認定農業者に準ずる者 6名・非農家 1名

３ 職務 農地の売買・賃借・転用等の審査、遊休農地対策や担い手への農地集積等

令和８年７月１９日に現農業委員の任期が満了となることから、新たに委員を募集・選考した１４名の委員の選
任について議会の同意を求めるもの。

個人による推薦者
１１名
※うち 認定農業者1名

認定農業者に準ずる者5名
区長、農事実行組合長等から推薦

団体による推薦者 １名 大和平野土地改良区から推薦

一般応募（非農家含む）
２名（女性）
※うち 認定農業者に準ずる者 １名

非農家 1名

●推薦者及び応募者

●選考
農業委員候補者選考委員会（１０名）において選考の結果、全員が適任者であると選考

議案第38号～議案第51号
議案書（P.33～59）



職員の旅費に関する条例の一部改正

項目 改正内容 改正による影響

宿泊費基準額

●宿泊費基準額
（現行）
国家公務員の宿泊費基準額を準用し、本条例の別表
で規定

（改正）
国家公務員等の旅費支給規程別表第２の１の表に定
める額を引用
※なお、宿泊費は宿泊費基準額の範囲額の実費額と
する旨を明確化

※本年２月下旬に国の基準額が改正さ
れたため、３月議会への上程が間に合わ
なかった。
今後も国の基準額の改正が見込まれる
が、今回の改正によって、国の基準額を
引用するため、本町の条例改正が不要と
なる。

議案第52号
（議案書P.61～64）



広陵町財政調整基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正

項目 改正内容 改正による効果

財政調整基金
の繰入れでき
る会計

●令和７年度末に下水道事業会計において、一時的に資金不
足があり、民間資金等からの借入れによって対応

現条例で繰替えできる会計
・歳計現金
（例）歳計現金において一時的に資金が不足した場合
・ 財政調整基金→歳計現金

●下水道事業会計において一時的に資金が不足した場合
（R7年以前）
・水道事業会計→下水道事業会計
（R7)
・民間金融機関等→下水道事業会計
（改正後）
歳計現金・下水道事業会計をはじめとする他の会計

・財政調整基金→下水道事業会計

（改正前）
下水道事業会計において資金が
不足した場合
財政調整基金からの借入れは不
可

（改正後）
財政調整基金の現行利率による
借入れが可能
※民間資金からの借入れに比べ、
低利率かつ迅速な対応が可能と
なる。

議案第53号
（議案書P.65～67）



広陵町一般会計補正予算（第１号）の概要

項目 改正内容 住民等への影響及び効果

福祉
【社会福祉費】

●介護保険システム改修委託料 1,239千円
（国の制度改正に対応するためのシステム改修）

居住費の助成である特定入所者介護サービ
ス費について負担限度額の見直し

福祉
【児童福祉費】

●真美北保育園改修工事（繰越明許） 39,908千円
（令和９年度以降で予定をしていた工事について、本年度工
事と一括発注することによって、工期短縮及び費用削減がで
きることから工事費を補正予算計上）

・保育園の環境改善
・一括発注による工期短縮と費用削減
・交付税算入がある起債の活用より、町財政
の負担軽減

消防
【非常備消防費】

●消防資機材購入費 2,465千円
（消防団の力向上モデル事業補助金（国庫１００％）を活用し
て、ドローン機体購入とドローン講習委託料を予算計上）
※国の調達方針を踏まえ、機微情報の漏洩や乗っ取り、操縦
不能などの支障が生じない機種に変更）

・消防力・防災力の強化
・国庫補助金の活用により町財政の負担なし

地方債の利率変更
今後の金利上昇リスクに対応し、借入条件の変動にも柔軟に
対応できるよう、予算上の利率を３％から５％へ変更

【財源内訳】
国庫補助金 2,465千円
町債 122,600千円
一般財源 △81,453千円

補正額：43,612千円 補正後予算総額：16,853,612千円

議案第54号
（議案書P.69～85）



○園児用トイレ改修工事費 約２３，９８０千円
○屋根改修工事費 約５８，８３９千円
○仮設工事費（児童安全対策含む） 約７，５９０千円

合計 ９０，４０９千円

令和８年度当初工事内訳

３９，９０８千円の増額

○園児用トイレ改修工事費 約２３，９８０千円
○屋根改修工事費 約５８，８３９千円
○職員用トイレ改修工事費 約４，７００千円
○ホール天井等改修工事費 約９，２２０千円
○ユニットシャワー追加工事費 約４，６００千円
○屋外整備工事費 約１３，５７８千円
○仮設工事費（児童安全対策含む）約１５，４００千円

合計１３０，３１７千円

令和８年度工事追加後 ・職員用トイレを男女別に改修

・幼児向けの遊具を乳児用に変更。
その他園庭の不具合部分を改修

・ホール天井等改修

・1～2歳児用ﾕﾆｯﾄｼｬﾜｰを設置

議案第54号
（議案書P.69～85）真美北保育園改修工事 増額内訳



議案第55号
（議案書P.87）公共交通用運行車両の買入れ

●のるーと広陵元気号の車両３台について入れ替えを実施

【新型車両ラッピング】

町内の小学生からデザイン案を募集。
応募総数1,041作品の中から最優秀賞３作品をラッピングとして施す。



工 事 名：中南線整備に伴う函渠設置工事
工事場所：広陵町 大字南 地内
予定価格：６８０，０３３，０００円（税抜）
開札日時：令和８年５月１８日（月） 午後１時３０分
契約工期：議会の議決日 ～ 令和１０年９月２９日（３箇年債務工事）

（議案上程は令和８年度第２回定例会（６月議会）を予定）

中南線整備に伴う函渠設置工事について

議案第56号
（議案書P.89）

●箸尾準工業地区道路整備事業として道路改良工事を
令和８年２月１０日付で公告しました。

【箸尾準工業地区道路整備事業】

【函 渠 工】アンダーパス部分のBOXカルバート
（高さ６．７ｍ，幅１０．４ｍ，延長１７ｍ）

【地盤改良工】BOXカルバート施工箇所の地盤改良
（深さ約５．５ｍ）

【仮設道路工】工事中の県道交通の迂回道路
（盛土＋仮桟橋）

【県道復旧工】県道の舗装及び擁壁の復旧
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【箸尾準工業地区道路整備事業】
中南線整備に伴う函渠設置工事について

●工事概要及び施工中の交通について（契約日～令和10年９月末）

議案第56号
（議案書P.89）



中南線整備に伴う逆流防止樋門設置工事（３工区）について
議案第57号

（議案書P.91）

●箸尾準工業地区道路整備事業の第２期道路整備事業（南工区）の一環

逆流防止樋門とは・・・・
台風や大雨などにより河川が増水した際に、流れの大きい本川から支川に河川の水が逆流することがある。この逆流によ

り支川域で浸水被害が生じることを防ぐために、本川（土庫川）と支川（古寺川）の合流部附近に設置されたゲートのこと。
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県道桜井田原本王寺線

第２期道路整備

南工区

事業箇所

・町道中南線の内、Ａ地区とＢ地区を結ぶ区間において、一級河川
古寺川を渡河する箇所がある。
・道路計画区域内に既存の逆流防止樋門があり、道路構築のため
既存施設の移設が必要。

・施設の所有者である奈良県、施設管理受託者である大字中区と協議
を重ね、樋門の移設と自動開閉機構化に着手。

・令和７年度から工事に着手しており、令和８年度は３工区工事と
して、函渠の未施工区間（L=21m区間）と道路構築を実施。

※既存の逆流防止樋門
※２工区施工状況（下流側函渠の構築）



工 事 名：中南線整備に伴う逆流防止樋門設置工事（３工区）
契約工期：議決の日 ～ 令和９年８月３１日

【令和９年度債務負担工事】
予定価格：１４１，５６９，０００円（税抜）
工事内容：函渠工 Ｌ＝２１ｍ

（内幅：３．０ｍ，内高：１．８ｍ）
道路改良工 Ｌ＝１１０ｍ
（補強土壁工，重力式擁壁工，アスファルト舗装工）

中南線整備に伴う逆流防止樋門設置工事（３工区）について

●令和８年６月の第２回定例町議会において、契約案件として上程予定

↑
古
寺
川

現地写真

函渠工
（３工区）

道路改良工

※議案の表記について（全員協議会時点）

・入札における開札予定日：令和８年６月１１日
⇒全員協議会開催日（令和８年６月１日）時点では「契約金額」
「契約の相手方」が未定である。

・全員協議会で議員の皆様に議案説明をさせていただく時点では、
議案の仮案として「契約金額」「契約の相手方」は空欄の仮案を
提示させていただきます。
開札後、速やかに落札候補者の施工体制確認調査を実施し、
仮契約を締結。その後、議会招集日（令和８年６月１５日）には
「契約金額」「契約の相手方」を記載した議案書として差し替え
上程予定ですので、ご了承願います。

函渠工
（１・２工区）

議案第57号
（議案書P.91）



主な事業・イベント




